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一 般 質 問 発 言 通 告 内 容 

 

代表第１号 氏 名   佐藤 悟     

 

質 問 項 目 

№ １ 
施政方針について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）市政運営について 

   今後の市政運営に臨む決意と基本姿勢について問う。 

 

（２）令和８年度予算について 

ア 本市の財政状況の認識について問う。 

  イ 重点施策について問う。 

  

 

 

 

質 問 項 目 

№ ２ 
市政戦略編の取組について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）篠岡地区学校再編について 

   学校再編に対する市長の考えを問う。 

 

（２）「こども夢・チャレンジ№１都市」を継承するための今後の取

組について 

ア 保育需要の拡大に伴う待機児童の解消に向けた取組につい 

て問う。 

イ 本市の子育て支援、こどもの居場所のシンボルである「こま 

きこども未来館」の運営について問う。 

 

（３）人生 100 年時代を見据えた市民の健康づくりについて 

ア 市民一人ひとりの健康づくりについて問う。 

イ 社会で支える健康づくりについて問う。 

 

（４）「魅力と活力のある中心市街地の創出」について 

ア 中心市街地グランドデザインに基づく取組状況について問 

う。 

イ 中心市街地活性化に向けた課題について問う。 

 

（５）持続可能な社会を支える産業・経済の確立について 

ア 本市における取組について問う。 

イ 今後必要とされる取組について問う。 
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代表第１号 氏 名   佐藤 悟     

 

質 問 項 目 

№ ３ 
分野別計画編の取組について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）災害対策について 

ア 避難所における生活環境の整備について問う。 

イ 災害備蓄品の充実について問う。 

ウ 防災ＤＸによる避難所支援について問う。 

 

（２）小牧市環境都市宣言に基づいた取組について 

ア 2050 年カーボンニュートラルの実現に向けた取組について 

問う。 

イ 資源循環を推進するための取組について問う。 

ウ 自然環境の保全に向けた取組について問う。 

 

（３）地域公共交通について 

ア 本市の公共交通の現状について問う。 

イ こまき巡回バス「こまくる」の再編について問う。 

 

（４）第 20 回アジア競技大会について 

ア これまでの取組について問う。 

イ 今後の取組について問う。 

 

 

 

 

 

 

質 問 項 目 

№ ４ 
自治体経営編の取組について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）市役所ＤＸについて 

   本市におけるＤＸの取組について問う。 

 

（２）水道事業の経営について 

今後の水道事業経営の考え方について問う。 
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代表第２号 氏 名   小沢 国大   

 

質 問 項 目 

№ １ 
施政方針について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）天野新市長による最初の予算編成について 

今回の予算編成は天野新市長が手がける最初の予算編成にな 

る。予算編成にあたり重きを置いた施策は何か問う。 

 

（２）小牧市の財政状況について 

市長として就任され一ヶ月も経たないところで、様々な状況 

を認識されたと思うが市長の所見を問う。 

 

 

 

質 問 項 目 

№ ２ 
市長マニフェストについて 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）市長の公約について 

市長選挙にて未来の小牧にワクワクと題して様々なマニフェ 

ストを掲げられていた。無投票となり選挙公報等に記載される 

事がなかったため、知らない市民の方がほとんどである。具体 

的に掲げられている内容について問う。 
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代表第２号 氏 名   小沢 国大    

 

質 問 項 目 

№ ３ 
生活者の支援について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）物価高騰対策について 

   本市における物価高騰対策について問う。 

 

（２）こまきプレミアム商品券事業について 

ア 令和７年度の実績について問う。 

イ 今後の展望について問う。 

 

 

質 問 項 目 

№ ４ 
多文化共生について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）外国人人口の傾向について 

国籍別人口がどのような傾向になっているか問う。 

 

（２）多文化共生推進プラン【第２次プラン】について 

令和７年度がまもなく終わろうとしているが、今後どのよう 

に多文化共生を進めていくのか問う。 
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代表第３号 氏 名   猪飼 健治    

 

質 問 項 目 

№ １ 
反社会的宗教活動に対する市長の政治姿勢について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）旧統一教会（世界平和統一家庭連合）の反社会的宗教活動に 

ついて 

ア どのように認識しているか問う。 

イ これまでの市長の旧統一教会との関わり状況を問う。 

ウ 現在の市長の旧統一教会との関わり状況を問う。 

 

 

 

 

質 問 項 目 

№ ２ 
篠岡地区における学校再編について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）昨年 11 月 10 日から 12 月９日に実施された篠岡地区学校再編 

に関するパブリックコメントについて 

ア 意見の主な内容を問う。 

イ パブリックコメント後の住民合意形成について、認識を問

う。 

 

（２）学校再編における児童・生徒の教育を受ける権利の保障につ 

いて 

ア 学校再編による通学距離と通学時間の増加の見込みを問う。 

イ 校区が広がることでどのような問題が生じるか、認識を問 

う。 

  ウ 児童・生徒の教育を受ける権利の保障について、認識を問う。 

 

（３）今後の予定について 

第１期再編・第２期再編予定スケジュールに変更はないか問 

う。 
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代表第３号 氏 名   猪飼 健治    

 

質 問 項 目 

№ ３ 
自治体ＤＸについて 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）自治体ＤＸの現状について 

ア 自治体ＤＸの目的についての認識を問う。 

イ 本市における「システム標準化」の進捗状況を問う。 

 

（２）本市における「システム標準化」の課題について 

ア 住民サービス向上に関する課題は何か問う。 

イ 経費・コスト削減に関する課題は何か問う。 

ウ 本市職員の労力軽減に関する課題は何か問う。 

 

 

 

質 問 項 目 

№ ４ 
こまき巡回バス「こまくる」再編について 備 考 

 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

 

 

（１）2026 年度再編の主な内容について 

ア 再編方針の主な柱は何か問う。 

イ バス運転手人数の変更状況を問う。 

ウ バス利用料金の変更状況を問う。 

 

（２）東部地区など旧支線系バスの運行について 

ア 運行本数の変更状況を問う。 

イ 運行時間の変更状況を問う。 

 

（３）バスの運行経費状況について 

運転手人数・運行本数の削減による運行経費の増減の状況を 

問う。 

 

（４）バスの運転手確保について 

ア 現在の取組状況を問う。 

イ 今後の取組予定を問う。 
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代表第４号 氏 名   加藤 晶子    

 

質 問 項 目 

№ １ 
施政方針について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）市政運営について 

市長は「これまでの市政を継承しつつ、時代の要請に応じた 

改革と挑戦を重ねていく」と述べられているが、現在の課題の 

中で、特にどの点を最も重視し、どの分野から優先的に取り組 

んでいかれるのか、お考えを伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質 問 項 目 

№ ２ 
予算編成について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）予算編成について 

本市の財政状況が厳しさを増す中、今後の財政運営において、 

どのような考え方を基本としていかれるのか伺う｡ 

 

（２）子どもを安心して育てられる環境整備について 

ア すべての妊婦・子育て家庭を支援する「すくすく子育て応援 

事業」において、新たに予定されているデジタルギフトの活用 

の内容について期待される効果を伺う。 

イ 乳児等通園支援事業「こども誰でも通園制度」が開始される 

が、今後の取組について伺う。 

ウ ひとり親家庭等支援事業の中で新たな取組について伺う。 

 

（３）地域の支え合い活動の循環について 

ア 地域協議会の現在の活動状況について伺う。 

イ 今後の課題について伺う。 

 

（４）企業新展開支援プログラムの推進について 

ア サイバーセキュリティ対策促進補助金について伺う。 

イ ＩＴ・スタートアップ企業オフィス等開設補助金について 

伺う。 
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代表第４号 氏 名   加藤 晶子    

 

質 問 項 目 

№ ３ 
教育環境の整備について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）ＮＥＸＴ ＧＩＧＡの取組について 

ＧＩＧＡスクール構想の２ｎｄステージである「ＮＥＸＴ Ｇ 

ＩＧＡ」が 2024 年度から始まっているが、現在の取組状況につ 

いて伺う。 

 

（２）不登校対策について 

ア 校内サポートルームの活用状況について伺う。 

イ 校内サポートルームの今後の課題について伺う。 

ウ 不登校や学校生活に困難を抱える子どもとその保護者を支 

援するため、「教育支援センター」を早急に整備すべきと考え 

るが、市の見解を伺う。 
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個人第１号 氏 名   余語 智     

 

質 問 項 目 

№ １ 
中日ドラゴンズの２軍本拠地移転に伴う誘致について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）誘致について 

ア どのような認識なのか問う。 

イ 候補地はどこを考えているのか問う。 

 

（２）誘致における優位性について 

本市の優位性をどのように捉えているのか問う。 

 

（３）誘致における波及効果について 

   波及効果についてどのように捉えているのか問う。 
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個人第２号 氏 名   星熊 伸作    

 

質 問 項 目 

№ １ 
視覚障がい者への支援について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）視覚障がい者歩行訓練事業について 

利用状況について伺う。 

 

（２）視覚障がい者のサポート体制について 

ア 公共施設内のサポート体制について伺う。 

イ こまき巡回バス降車時の対応について伺う。 

 

（３）視覚障がいへの理解促進について 

市内での啓発活動について伺う。 

 

 

 

質 問 項 目 

№ ２ 
献血の推進について 備 考 

要 

 

 

 

旨 

 

（１）献血の普及啓発活動について 

ア 献血者の傾向について伺う。 

イ 献血者を確保する取組について伺う。 

ウ 中学生への啓発活動について伺う。 
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個人第３号 氏 名   佐藤 早苗    

   

質 問 項 目 

№ １ 
家庭ごみの再資源化率向上について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

本市では資源循環型社会を目指し、ごみの減量化および再資源化

の推進に取り組んでいます。市民ニーズは多様化しており、再資源

化率の一層の向上を図ることが、暮らしやすいまちづくりの推進に

つながるものと考えます。 

 

（１）生ごみの再資源化について 

ア 取組について伺います。 

イ 排出量の推移について伺います。 

 

（２）家庭で不要になった園芸用土のリサイクルについて 

ア 法的な位置づけについて伺います。 

イ 処理方法について伺います。 

 

 

 

 

質 問 項 目 

№ ２ 
学校現場における救急搬送時の選定療養費について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

  

 学校から児童生徒が体調不良やケガなどにより救急搬送された場

合、選定療養費が発生する場合があります。 

 

（１）学校からの救急要請について 

発生件数について伺います。 

 

（２）選定療養費の助成について 

県内の他自治体での選定療養費助成の導入状況について伺い 

ます。 

 

 



- 12 - 

 

 

個人第４号 氏 名   小川 真由美   

   

質 問 項 目 

№ １ 
ウォーカブルなまちづくりについて 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）現状について 

   ウォーカブルなまちづくりとは、「歩くことが楽しい」「歩き

やすい」を意味する「ウォーカブル」の概念に基づき、車中心

から歩行者中心へと転換し、人々が快適に過ごせる「居心地が

良く歩きたくなるまちなか」を創出する取組です。 

国土交通省が推進しており、多くの自治体で取組が加速して

います。 

市の現状を伺います。 

 

（２）健康促進について 

   「歩くこと」は、生活習慣病の予防や高齢者のフレイル予防 

に繋がります。結果として医療費の抑制にも繋がります。 

市の見解を伺います。 

 

（３）ベンチの設置について 

ベンチを置くまちづくりは、単なる休憩スペースの設置にと 

どまらず、『歩道の「居場所」化』『交流の促進』『高齢者の外出

支援』『滞在時間延長による地域経済の活性化（ウォーカブルな

まちづくり）』を目指す包括的な取組です。ベンチの設置により、

住民や来街者が安心して過ごせる空間が醸成され、歩行距離が

延び、「健康度」や「幸福度」の向上が期待されています。 

市のシンボルロードや主要な箇所に、もっとベンチの設置を 

お願いしたいが所見を伺います。 
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個人第４号 氏 名   小川 真由美   

   

質 問 項 目 

№ ２ 
ごみ減量とＳＡＦについて 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）ごみ減量の効果について 

   「燃やすごみ」という呼び方を、2025 年４月１日から 「燃

やすしかないごみ（分別がんばったけどこれ以上はリサイクル

できないごみ）」 に名称変更し、プラスチック分別の強化など、

ごみ減量に向けた取組を進めております。これに伴うごみ減量

の効果を伺います。 

 

（２）ＳＡＦによる資源循環について 

   2025 年 12 月 11 日、小牧市は、中部国際空港（セントレア）、

日揮ホールディングス、株式会社レボインターナショナル及び

合同会社 SAFFAIRE SKY ENERGY（サファイアスカイエナジー）

と共に、「持続可能な社会の構築に向けた廃食用油の資源化促進

に係る連携及び協力に関する協定」を締結しました。  

人口減少社会を迎えている中で、資源循環社会の構築は重要

です。 

ア 市での廃食用油回収量を伺います。 

イ 学校での廃食用油回収量を伺います。 
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個人第５号 氏 名   伊藤 皇士郎   

   

質 問 項 目 

№ １ 

過去最低となった選挙投票率を受けて考える今後の選

挙運営のあり方について 
備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

2026 年２月の市議会議員補欠選挙において、投票率が過去最低と

なった事実は、市全体で向き合うべき大切な課題であると考える。 

 前市長の辞職から告示まで 20 日間という限られた時間の中で、市

民からは、「いつの間にか選挙が始まっていて、選ぶ時間が足りなか

った」という戸惑いの声や、「もっと候補者の考えを知りたかった」

という切実な願いが届いている。 

 市民の「知る権利」を大切にし、誰もが参加しやすい選挙環境を

整えることが必要であると考える。 

 

（１）2026 年２月執行の市長選挙及び市議会議員補欠選挙の結果に

ついて 

ア 過去最低の投票率 16.98％を記録した要因を、どのように 

 受け止めているか伺う。 

イ 市長選挙が無投票となったことが、有権者の関心や投票行 

動に与えた影響について見解を伺う。 

 

（２）市民の参政権を保障する選挙日程の設定について 

ア 前市長辞職から告示まで 20 日間という日程において、有権 

者への周知期間が十分であったと考えるか伺う。 

イ 今後の選挙運営において、事務的な効率性だけでなく、市 

民が政策を吟味し納得して一票を投じられるような日程確保 

の考えについて伺う。 

 

（３）投票率向上に向けた具体的な取組について 

   過去の一般質問などを通して投票率向上に向けて情報発信や 

環境整備の面でどのように取り組まれたのか伺う。 
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個人第６号 氏 名   安江 美代子   

   

質 問 項 目 

№ １ 
小牧市地域包括支援センターの充実について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）地域包括支援センターの職員配置について 

ア 職員体制の現状を問う。 

イ 年々業務は増えており職員不足になっていると思うが、どの 

ように対応しているのか問う。 

 

（２）地域包括支援センターの職員の処遇について 

市は地域包括支援センターに委託費を払っているが、過去か 

ら精算により不用額が生じていることについてどう考えるのか 

問う。 

 

（３）篠岡圏域における地域包括支援センターの新設について 

この圏域は急激に高齢化が進んでいる。高齢者の相談業務に 

対応するために新設が必要だと思うが、見解を問う。 
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個人第７号 氏 名   木村 哲也    

   

質 問 項 目 

№ １ 
新木津用水路改修工事に関連する事業について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

 新木津用水路は、犬山市木曽川で取水された木津用水が、合瀬川

及び五条川と交差した大口町中小口付近を取水源に、本市では久保

一色から薬師川等と合流しつつ下末までを縦断し、大山川をくぐり、

春日井市朝宮まで続き八田川へ流れていく農業用水路である。 

改修工事は、農林水産省東海農政局新濃尾農地防災事業所により、

平成 26 年の計画変更より凡そ 10 年の期間、毎年農閑期に集中的に

行われ、建設資材・人件費の高騰、現地調査で必要となった追加工

事等の影響の中、早期の完了が目指されており、久保一色・久保・

岩崎・小松寺・東田中等、味岡地区の工事も佳境となっている。 

 

（１）新木津用水路をくぐる用水路の伏せ越し工事について 

ア 改修工事での取り扱いについて問う。 

イ 用水路を利用していた農地の影響について問う。 

 

（２）用水路上の橋梁工事について 

今後架け替えが必要な橋梁工事について問う。 

 

（３）後川合流点について 

計画中の調節池工事の概要について問う。 

 

（４）県指定天然記念物「岩崎清流亭の藤」について 

ア 藤の現在の状況について問う。 

イ 今後の計画について問う。 
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個人第８号 氏 名   黒木 明     

 

質 問 項 目 

№ １ 
田縣神社豊年祭について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

田縣神社豊年祭は、市指定無形民俗文化財に指定され、毎年３月

15 日は市全体で祭りを盛り上げているが、児童生徒の保護者から平

日開催でも子どもに祭りを体感させたいとの声が届いている。 

 

（１）田縣神社豊年祭の歴史郷土教育について 

ア 児童用「こまき ３・４年の社会科」の改訂時期を問う。 

イ ３月 15 日が平日となる場合の「校外学習」や「ラーケーシ 

ョンの日」等を活用した田縣神社豊年祭への児童生徒の参加促 

進の可能性について問う。 

 

 

 

 

 

 

質 問 項 目 

№ ２ 
小牧山史跡公園の休憩施設について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

小牧でのイベント開催時多くの人が訪れ、仮設トイレも増設され

るが、小牧山史跡公園の休憩施設は和式トイレが多く、使い慣れて

いない小さなお子様の利用が不便で、ベビーシートが多目的トイレ

しか無く、おむつ交換に困ったとの声が届いている。 

 

（１）小牧山史跡公園の休憩施設の改修について 

ア 築年数を問う。 

イ 耐久年数を問う。 

ウ 洋式シャワートイレやベビーシートの設置といったトイレ 

改修の予定について問う。 
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個人第９号 氏 名   山田 美代子   

 

質 問 項 目 

№ １ 
ごみ集積場について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

 毎日各家庭から出るごみの処理について、まず、家庭内で分別をす

る。ごみカレンダーを確認し、午前８時 30 分までにごみ集積場に持

ち込む、これがいつものごみ出しの流れである。その際、我が家の目

の前のごみ集積場では、ごみが回収された後、ごみの散乱防止のため

に設置しているカラス除けの黄色いネットとフレームを片付ける。長

年続けているが、カラスによるごみの散乱はなかなかなくならない。 

 こうした中、最近、市内外で目にするようになった緑色のごみ収集

ボックスをごみ集積場に設置すれば、今までのカラスとの攻防戦に終

止符を打てるのではないかということである。 

 

（１）ごみの収集について 

    近年のごみ分別方法を問う。 

 

（２）ごみ集積場について 

ア 設置数を問う。 

イ カラスによるごみの散乱防止対策を問う。 

 

（３）ジャンボメッシュについて 

ア 効果について問う。 

  イ 今後、市として推奨していく考えはあるのか問う。 

 

 

 



- 19 - 

 

 

個人第１０号 氏 名   大上 利幸     

 

質 問 項 目 

№ １ 
市長と旧統一教会の関係について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

令和８年２月 22 日執行の小牧市長選挙は、立候補者が１名であっ

たため、残念ながら無投票で市長が決まりました。 

市民からは「旧統一教会の市長は嫌だけど選挙がないのでしょ」

「市議会議員から誰か出る人いなかったの」「市長が旧統一教会と関

係があるなんて小牧市民として恥ずかしい」「小牧に税金を払いたく

ないから引越したい」等の厳しい意見を聞いております。 

現状では、市長の説明と市民の理解との溝が深いため、新たな天

野市政の船出にはこの溝を埋める必要があります。さらに市のリー

ダーである市長と旧統一教会の関係を払拭しないと市のイメージダ

ウンになると考えるため、今回の質問をさせていただきます。 

 

（１）説明責任について 

これまで旧統一教会との関係について、どのように説明責任 

を果たされたのかを伺います。 

 

（２）旧統一教会との関係について 

ア いつからの関係なのかを伺います。 

イ どのような関係なのかを伺います。 

ウ 関係をもたれた理由を伺います。 

 

（３）今後の対応について 

信頼回復への取組を伺います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


